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４
月
25
日
、
ふ
う
れ
ん
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
、
第
８
回
通
常

総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
24

年
度
は
当
期
純
利
益
８
７
、
７
５
３
千

円
、
繰
越
利
益
２
３
、
５
９
６
千
円
を

含
め
、
当
期
未
処
分
剰
余
金
を
１
１
３
、

５
０
５
千
円
計
上
致
し
ま
し
た
。

　

種
田
専
務
に
よ
る
開
会
宣
言
が
行
わ

れ
た
後
、
Ｊ
Ａ
綱
領
を
会
場
全
員
で
朗

唱
し
ま
し
た
。
そ
の
後
に
中
島
組
合
長

に
よ
り
こ
の
一
年
間
の
農
業
情
勢
や
農

協
事
業
の
取
組
に
つ
い
て
の
挨
拶
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
来
賓
を
代
表
し
て
久
保

名
寄
副
市
長
、
各
連
合
会
を
代
表
し
て

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
旭
川
支
所
の
荒
川

聡
支
所
長
よ
り
御
祝
辞
を
頂
き
ま
し

た
。
そ
の
後
に
議
長
選
出
が
行
わ
れ
、

名
寄
地
区
の
佐
竹
敦
さ
ん
、
智
恵
文
地

区
の
岩
崎
隆
さ
ん
両
名
が
選
出
さ
れ
議

事
進
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
村
参
事

に
よ
る
24
年
度
決
算
報
告
・
事
業
報

告
、
25
年
度
事
業
計
画
等
の
説
明
が
行

わ
れ
、多
く
の
質
疑
応
答
が
あ
っ
た
後
、

総
代
数
２
９
０
名
に
対
し
、
２
２
９
名

の
出
席
を
も
っ
て
す
べ
て
の
議
案
が
可

決
し
、
盛
会
の
う
ち
に
総
代
会
終
了
と

な
り
ま
し
た
。

　　

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ

　　

第
８
回
通
常
総
代
会　

開
催

第
８
回
通
常
総
代
会　

開
催　　

り
ま
し
た
。
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総
代
の
皆
様
に
は
本
格
的
な
春
耕
作
業

期
を
控
え
、
何
か
と
ご
多
忙
な
中
ご
出
席

を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
来
賓
各
位
に
は
、
公
務
ご
多

忙
な
中
、
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
事
に
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
春

先
の
融
雪
の
遅
れ
、
高
温
旱
魃
に
よ
る
雨

不
足
の
影
響
に
よ
り
、
主
力
作
物
で
あ

る
ア
ス
パ
ラ
を
始
め
、
小
麦
、
豆
類
等

大
き
な
減
収
を
招
く
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
特
に
、
野
菜
に
つ
い
て
、
市
場
価

格
の
低
迷
、
風
評
被
害
を
含
め
低
価
格

の
水
準
で
推
移
し
、
厳
し
い
１
年
と
な

り
ま
し
た
。
酪
農
畜
産
に
お
い
て
は
、

生
乳
生
産
は
順
調
に
伸
び
て
お
り
ま
す

が
、
畜
肉
価
格
の
低
迷
、
飼
料
作
物
の

高
騰
に
よ
り
厳
し
い
環
境
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
水
稲
に
お
い
て
は
、
田
植

後
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
生
育
が
順
調
に
進

み
、
作
況
指
数
（
上
川
管
内
）
は
１
０
６

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
組
合
員
皆
様
の
農
協
へ
の
理
解
と
協

力
に
よ
り
、
販
売
取
扱
高
83
億
９
千
万
円

（
計
画
対
比
１
０
３
・
５
％
）
事
業
利
益

１
１
５
、
７
９
７
千
円
、
当
期
利
益
剰
余

金
８
７
、
７
５
３
千
円
を
計
上
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
組
合
員
皆
様
へ
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
し
て
は
、
安
倍
首
相
が
３

月
に
交
渉
参
加
す
る
こ
と
を
正
式
表
明
し

７
月
の
交
渉
参
加
へ
向
け
政
府
は
進
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
政
府
は
米
を

は
じ
め
農
産
物
５
品
目
を
聖
域
と
し
て

守
っ
て
い
く
と
言
っ
て
は
お
り
ま
す
が
、

後
か
ら
交
渉
に
参
加
す
る
日
本
が
不
利
な

の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
農
業
分
野
以

外
に
も
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
崩
壊
や
、

Ｊ
Ａ
に
お
い
て
は
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
金

融
・
共
済
部
門
の
切
り
離
し
に
つ
い
て
強

く
圧
力
を
か
け
ら
れ
て
い
る
事
な
ど
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
れ
ば
、
組
合
員
の
皆
様
や

地
域
住
民
の
生
活
を
脅
か
す
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
私
達
の
生
活
を
守
る
た

め
に
も
、
関
係
機
関
と
連
携
し
我
々
は
最

後
ま
で
粘
り
強
く
反
対
し
続
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
本
年
度
は
Ｊ
Ａ
合
併
か
ら
丸
８

年
が
経
過
し
、
昨
年
ま
で
の
第
２
次
地
域

農
業
振
興
計
画
の
実
践
結
果
を
検
証
し
、

第
３
次
地
域
農
業
振
興
計
画
・
第
３
次
中

期
経
営
計
画
を
策
定
致
し
ま
し
た
。
第
２

次
計
画
で
は
、
本
所
給
油
所
の
セ
ル
フ
化

や
風
連
玄
バ
ラ
集
出
荷
施
設
の
建
設
な

ど
、
事
業
強
化
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
参

り
ま
し
た
。
第
３
次
の
計
画
期
間
に
つ
い

て
は
、
減
少
す
る
農
家
戸
数
と
10
年
後
の

地
域
農
業
の
姿
を
見
据
え
て
、
平
成
25
年

度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
５
ヵ
年
間
と

し
、
ま
た
、
計
画
の
経
営
理
念
で
は
Ｊ
Ａ

へ
の
更
な
る
結
集
を
呼
び
か
け
、
本
・
支

所
業
務
体
制
の
再
編
、
出
向
く
体
制
の
強

化
に
向
け
た
部
門
統
合
を
柱
に
事
業
を
進

め
、
そ
の
為
の
新
た
な
活
動
拠
点
の
整
備

も
併
せ
て
実
施
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
昨
年
か
ら
人
事
管
理
制
度
の

導
入
計
画
も
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
職
員
の
努
力
・
実
績
・
能
力
等
を
評

価
し
な
が
ら
、
働
く
意
識
の
向
上
と
競
争

心
を
高
め
る
た
め
の
職
能
資
格
制
度
導
入

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
４
月
よ
り
新
制
度
の

仮
運
用
を
始
め
て
お
り
ま
す
が
、
近
い
将

来
に
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
た
農
協
マ
ン

と
し
て
積
極
的
に
組
合
員
皆
様
の
サ
ポ
ー

ト
に
努
め
、
今
後
の
営
農
に
貢
献
出
来
る

も
の
と
期
待
致
す
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
の
事

業
運
営
に
あ
た
り
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て

目
標
達
成
に
向
け
て
邁
進
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
各
関
係

機
関
の
特
段
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
、
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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１
月
31
日
、
札
幌
全
日
空
ホ
テ
ル
で

平
成
24
年
度
北
海
道
指
導
農
業
士
・
農

業
士
称
号
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
北
海
道

指
導
農
業
士
個
人
経
営
部
門
で
名
寄
地

区
の
水
間
健
詞
さ
ん
、
北
海
道
農
業
士

個
人
経
営
部
門
で
風
連
地
区
の
神
田
勇

一
郎
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

水
間
さ
ん
に
お
い
て
は
、
名
寄
ラ
ジ

コ
ン
ヘ
リ
防
除
組
合
代
表
と
し
て
地
域

農
業
の
振
興
や
担
い
手
の
育
成
に
努
め

て
い
る
ほ
か
、
名
寄
市
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
会
長
と
し
て
、
都

市
部
か
ら
の
学
生
の
積
極
的
な
受
入
へ

の
取
組
が
評
価
さ
れ
て
の
認
定
と
な
り

ま
し
た
。

　

神
田
さ
ん
に
お
い
て
は
、
青
年
部

役
員
と
し
て
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
・
運
営
に
関
わ
り
、
地
域
の
活
性
化

と
農
商
工
業
の
振
興
に
尽
力
し
て
い
る

ほ
か
、
水
間
さ
ん
と
同
じ
く
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
監
事
と
し
て
の
活

動
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
認
定
と
な
り

ま
し
た
。

　

水
間
さ
ん
と
神
田
さ
ん
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
今
後
も
地
域
農
業
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ

ま
す
。

北北
海海海
道道
指指
導導導
農農
業業
士士
・
北北北
海海海
道道道
農農
業業
称称
号号号

北北
海海海
道道
指指
導導導
農農
業業
士士
・
北北北
海海海
道道道
農農
業業
称称
号号号

　

３
月
28
日
、
智
恵
文
多
目
的
研
修
セ

ン
タ
ー
に
て
中
国
農
業
技
能
実
習
生
受

入
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
智
恵
文
地
区
47
戸
、
風
連
地

区
２
戸
の
計
49
戸
の
受
入
農
家
に
お
い

て
農
業
技
能
実
習
生
84
名
で
受
入
を
致

し
ま
し
た
。

　

入
国
か
ら
約
１
ヶ
月
の
間
に
日
本
の

文
化
、
風
土
、
習
慣
・
ル
ー
ル
そ
し
て

日
本
の
農
業
を
学
び
つ
つ
、
日
本
語
を

学
習
し
そ
の
後
、
各
受
入
農
家
で
実
習

を
行
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
と
の
交
流
や
、
生
活
の

場
で
お
世
話
に
な
る
機
会
も
多
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
温
か
い
応
援
を
是
非
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

中
国
農
業
技
能
実
習
生
受
入
式

中
国
農
業
技
能
実
習
生
受
入
式

を
行
い
ま
す
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５
月
２
日
、
市
内
各
地
区
に
お
い

て
、
上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
名

寄
支
所
の
藤
木
係
長
を
迎
え
青
空
講
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
に
、
藤

木
係
長
か
ら
水
稲
育
苗
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
続
い
て
寺
島
主
任
よ
り
農
作

業
事
故
防
止
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
育
苗
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
・
い
も

ち
病
対
策
・
防
除
剤
使
用
方
法
等
を
中

心
に
講
習
さ
れ
、
ま
た
、
本
年
は
例
年

に
な
い
低
温
や
日
照
不
足
に
苦
労
さ
れ

て
い
る
生
産
者
が
多
く
、「
ハ
ウ
ス
の

温
度
・
水
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い

て
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。
苗
の
良
し

悪
し
が
今
後
の
生
育
に
重
要
か
つ
作
柄

に
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
か
ら
、
作
業

に
忙
し
い
中
、
良
質
米
を
作
る
べ
く
み

な
真
剣
な
表
情
で
説
明
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　

２
月
６
日
、
ふ
う
れ
ん
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
に
て
平
成
24
年
度
青
色
申
告
会

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
は
じ

め
に
、
古
瀬
会
長
が
挨
拶
を
行
い
、
続

い
て
来
賓
の
名
寄
税
務
署　

中
川
昌
裕

統
括
国
税
調
査
官
並
び
に
名
寄
市
役
所

　

中
村
勝
己
税
務
課
長
並
び
に
Ｊ
Ａ
道

北
な
よ
ろ　

種
田
芳
雄
専
務
か
ら
御
祝

辞
を
頂
き
ま
し
た
。
議
事
に
つ
い
て
は

議
長
に
木
戸
口
真
氏
が
選
出
さ
れ
、
慎

重
な
審
議
の
結
果
、
提
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

以
下
、
本
年
度
１
年
間
の
主
な
活
動

に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

★
平
成
24
年
２
月
27
日
〜
28
日

　
　

個
別
決
算
記
帳
指
導

★
平
成
24
年
３
月
５
日
〜
６
日

決
算
書
、
確
定
申
告
書
事
務
受
付

★
平
成
24
年
７
月
９
日

　
　

平
成
24
年
度　

源
泉
所
得
税
納
期

　
　

特
例
事
務
受
付

★
平
成
24
年
11
月
30
日

　
　

税
制
改
正
に
か
か
る
学
習
会

★
平
成
24
年
12
月
10
日　
　
　
　
　
　

　
　

平
成
24
年
度　

源
泉
所
得
税
年
末

　
　

調
整
事
務
受
付

★
平
成
24
年
12
月
18
日

　
　

平
成
24
年
度　

源
泉
所
得
税
年
末

　
　

調
整
提
出
事
前
確
認
事
務

★
平
成
25
年
２
月
４
日

　
　

決
算
監
査

★
平
成
25
年
２
月
６
日

　
　

定
期
総
会

青
色
申
告
会
総
会

青
色
申
告
会
総
会

青
色
申
告
会
総
会

青
空
講
習
会　

開
催

青
空
講
習
会　

開
催

に
な
い
低
温
や
日
照
不
足
に
苦
労
さ
れ
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３
月
８
日
、
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
名
寄

支
所
２
階
大
会
議
室
に
お
い
て
、
第
７

回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
家
智
彦
部
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

来
賓
の
加
藤
剛
士
名
寄
市
長
、
Ｊ
Ａ
道

北
な
よ
ろ
中
島
道
昭
組
合
長
、
普
及
セ

ン
タ
ー
名
寄
支
所
渋
谷
幸
平
支
所
長
よ

り
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
続
い
て
議
事

に
入
り
、
議
長
に
は
青
年
部
名
寄
支
部

　

林　

哲
夫
氏
が
選
出
さ
れ
、
議
案
の

審
議
に
入
り
提
案
通
り
に
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
合
併
８
年
目
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
役
員
一
同
、
よ
り
一
層
の
活

気
あ
る
組
織
と
な
る
よ
う
邁
進
致
し
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
25
年
度
の
役
員
は
次
の

通
り
で
す
。

ＪＡ道北なよろ
青年部本部

ＪＡ道北なよろ
青年部風連支部

ＪＡ道北なよろ
青年部名寄支部

ＪＡ道北なよろ
青年部智恵文支部

風連町
農民連盟青年部

部　長 山　家　智　彦 神　田　勇一郎 執行委員長
齋　藤　　　覚 清　水　康　史 北　野　雅　嗣

副部長 遠　藤　貴　広 佐　藤　　　洋 副執行委員長
菊　池　　　亮 清　水　功　裕 竹　田　拓　森

副部長 高　橋　尚　幹 書記長
藤　垣　　　修 花　井　信　雄 清　水　　　亮

会　計
北　野　裕　介

部会長　杉　野　　　敦 会　計
中　川　陽　介

会　計
大　石　一　貴部会長　金　原　幸　洋

監　事
山　口　耕　平

部会長　横　山　圭　太 監　事
佐　藤　昭　浩

監　事
松　本　和　俊部会長　日根野　星　太

監　事
齋　藤　広　剛

会計監査
新　田　　　司

監　事
清　水　拓　馬

監　事
山　田　和　邦

会計監査
我　妻　昌　幸

Ｊ
Ａ
道
北北
なな
よよ
ろろ
青
年年
部部
本
部

Ｊ
Ａ
道道
北北
なな
よよ
ろ
青
年年
部部
本
部
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３
月
８
日
、
ふ
う
れ
ん
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
女
性
部
第
６
回
定

期
総
会
が
部
員
54
名
出
席
の
も
と
開
催

さ
れ
ま
し
た
。上
口
部
長
の
挨
拶
の
後
、

来
賓
の
方
々
よ
り
祝
辞
を
頂
き
、
議
長

に
は
風
連
支
部
の
清
水
あ
け
み
さ
ん
、

日
根
野
美
沙
子
さ
ん
を
選
出
し
議
事
に

入
り
ま
し
た
。
部
員
の
方
か
ら
活
発
な

ご
意
見
を
頂
き
な
が
ら
議
事
全
て
提
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
一
同
３
支
部
間
の
交
流
を
深
め

部
員
皆
様
の
要
望
を
取
り
入
れ
な
が
ら

元
気
で
明
る
く
楽
し
い
女
性
部
を
目
指

し
て
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
女
性
部
副
部
長

　

矢　

吹　

祐　

子

部　
　

長 

上　

口　

里　

美

（
風
連
支
部
部
長
・
上
川
女
性
協
議
会　

監
事
）

※
下
段
中
央

副　
部　
長 

矢　

吹　

祐　

子

（
名
寄
支
部
部
長
）

※
下
段
左
側

副　
部　
長 

島　

田　

信　

子

（
智
恵
文
支
部
部
長
）

※
上
段
右
側

監　
　

事 

柿　

川　

美　

枝

（
風
連
支
部
副
部
長
）

※
上
段
左
側

監　
　

事 
横　

山　

澄　

枝

　
（
名
寄
支
部
副
部
長
）

※
上
段
中
央

監　
　

事 

宮　

田　

伸　

子

（
智
恵
文
支
部
副
部
長
）

※
下
段
右
側

Ｊ
ＡＡ
道
北
なな
よよよ
ろ
女
性性
部部

Ｊ
Ａ
道
北
ななな
よよ
ろ
女
性性
部部
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３
月
22
日
、
ふ
う
れ
ん
交
流
セ
ン

タ
ー
に
て
、
促
成
ア
ス
パ
ラ
作
付
者
23

名
の
出
席
を
頂
き
、
ア
ス
パ
ラ
出
荷
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。講
習
会
で
は
、

事
務
局
よ
り
出
荷
に
際
し
て
の
注
意
点

等
の
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
の
皆
様
も

真
剣
な
表
情
で
説
明
を
聞
き
、
品
質
の

向
上
と
更
な
る
収
量
の
増
加
に
意
欲
を

燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
８
日
、９
日
札
幌
市
内
で
関
東
・

東
北(

12
社)

・
中
京
・
関
西(

12
社)

を
招
き
平
成
25
年
度
の
青
果
物
販
売
協

議
を
行
い
ま
し
た
。
24
年
度
の
販
売
の

総
括
を
し
、
25
年
度
の
道
北
な
よ
ろ
農

協
の
出
荷
計
画
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

協
議
を
し
ま
し
た
が
、
各
荷
受
市
場
よ

り
主
要
品
目
の
ア
ス
パ
ラ
・
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
・
南
瓜
・
馬
鈴
薯
に
つ
い
て
は

選
果
が
良
く
ク
レ
ー
ム
も
な
く
高
い
評

価
を
受
け
て
い
ま
す
。
各
品
目
の
ギ
フ

ト
の
取
扱
、
南
瓜
の
新
品
種
の
取
扱
等

の
依
頼
を
し
て
高
値
販
売
を
し
て
い
た

だ
く
よ
う
強
く
要
請
を
し
ま
し
た
。

促
成
ア
ス
パ
ラ
出
荷
講
習
会　

開
催

促
成
ア
ス
パ
ラ
出
荷
講
習
会　

開
催

　　
平
成
平
成
2525
年
度
年
度道外

荷
受
市
場
販
売
協
議
会

道
外
荷
受
市
場
販
売
協
議
会　　
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今
号
の
表
紙

　

今
月
の
表
紙
は
、
名
寄
市
砺
波
で

農
業
を
営
ん
で
い
る
山
本
慎
二
さ
ん

一
家
で
す
。

（
下
段
右
か
ら
）

慎
二
さ
ん

　
（
子
）
悠
愛
ち
ゃ
ん

　
（
妻
）
紗
織
さ
ん

（
上
段
右
か
ら
）

　
（
母
）
泰
子
さ
ん

　
（
父
）
正
和
さ
ん

※
写
真
に
写
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
が
、（
祖
母
）

喜
美
江
さ
ん
の
６
人
家
族
で
す
。

（
主
な
作
付
品
目
）

　
水
稲
・
ア
ス
パ
ラ

一人ひとりが主役　広げよう！安全確認一人ひとりが主役　広げよう！安全確認

農作業事故防止のためのお願い農作業事故防止のためのお願い

　耕起や代かき及び田植えや種まき・定植等の春作業が本格化し、連日トラクター
や田植え機等の農業機械や水稲苗運搬等の車両を運転する時間が増えてきており
ます。
　この事から、気持ちの焦りや疲労等による農作業中の事故を防止するためにも、
今一度の安全確認を、よろしくお願い申し上げます。
　尚、下記の時間にてＮＨＫラジオで農作業事故防止に係わるスポット放送を行っ
ておりますので、併せてお知らせ致します。

【事故防止のために】
・トラクター作業の後は左右のブレーキを連結し、作業中はシートベルトの着用
を徹底しましょう。高低差のある圃場の出入り、畦越えは低速で直角に走行し
ましょう。

・作業に適した服装と保護具の着用で安全に作業をしましょう。 
・複数人での作業時には合図や声をかけ合いお互いに安全を確認しましょう。
・機械作業は焦らず、あわてず、無理はしないよう心掛け、こまめに休憩をとり
ましょう。

※農作業事故防止に係わるラジオスポット放送時間
　　・午前５時55分～　（７月31日まで不定期で放送）

( 農林水産省　春の農作業安全確認運動展開中 )

一人ひとりが主役　広げよう！安全確認一人ひとりが主役　広げよう！安全確認
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　先日、智恵文地区の酪農家において牛の乳首が噛み切られるという被害
が起きました。
　これらは、アライグマによる被害である可能性が非常に高いです。
　また、３月29日には智恵文地区でアライグマが罠に捕獲されました。
　アライグマからの被害があった場合、考えられる場合、JA道北なよろ
本所営農課または名寄市経済部農務課まで御連絡・御相談願います。

アライグマによる被害についてアライグマによる被害について
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北海道大学　島田健一郎作成

動物名 農業被害にかかる連絡先 農業被害以外の連絡先

エゾシカ
名寄市役所農務課農政係 01655-3-2511

内線309、312 名寄市役所環境生活課環境・
生活安全係

01654-3-2111
内線3112

JA 道北なよろ営農課営農係 01655-3-2521

ヒグマ 名寄市役所耕地林務課林務係 01655-3-2511内線317 名寄市役所耕地林務課林務係 01655-3-2511
内線317

キツネ 名寄市役所農務課農政係 01655-3-2511
内線309、312

名寄市役所環境生活課環境・
生活保全係

01654-3-2111
内線3112

アライグマ
名寄市役所農務課農政係 01655-3-2511

内線309、312 名寄市役所環境生活課環境・
生活保全係

01654-3-2111
内線3112

JA 道北なよろ営農課営農係 01655-3-2521

カラス 名寄市役所農務課農政係 01655-3-2511
内線309、312

名寄市役所環境生活課環境・
生活保全係

01654-3-2111
内線3112

その他の鳥獣 名寄市役所農務課農政係 01655-3-2511
内線309、312

名寄市役所環境生活課環境・
生活保全係

01654-3-2111
内線3112

●土曜・日曜・祝日の連絡につきましては、下記にお願い致します。
名寄市役所風連庁舎　　　０１６５５－３－２５１１

（守衛室に繋がります。守衛室から各動物担当者に連絡を致します。）

平成 25年４月～
●動物による被害の問い合わせは下記にお願い致します。

平成25年４月～
●動物による被害の問い合わせは下記にお願い致します。

名寄市有害鳥獣農業被害防止対策協議会連絡体制名寄市有害鳥獣農業被害防止対策協議会連絡体制
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理
事
会
の
経
過

第
十
一
回
理
事
会

開
催
日　

十
二
月
十
八
日

一
、
経
理
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

二
、
貸
出
業
務
事
務
手
続
に
お
け
る
貸
出
要
領
の

変
更
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

三
、
平
成
二
十
四
年
度
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
に

係
る
理
事
へ
の
仮
渡
し
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

第
十
二
回
理
事
会

開
催
日　

一
月
二
十
九
日

一
、
規
程
類
管
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

二
、
決
算
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

三
、
平
成
二
十
五
年
度
役
員
報
酬
審
議
会
委
員
の

委
嘱
及
び
諮
問
額
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

第
一
回
理
事
会

開
催
日　

二
月
二
十
二
日

一
、
目
的
積
立
金
の
取
崩
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

二
、
固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

第
二
回
理
事
会

開
催
日　

三
月
二
十
八
日

一
、
平
成
二
十
四
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

二
、
平
成
二
十
四
年
度
決
算
監
査
に
つ
い
て

　
　
　

監
事
会
報
告
通
り
決
定

三
、
Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
期
末
監
査
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

四
、
平
成
二
十
五
年
度
余
裕
金
運
用
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

五
、
就
業
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

六
、
定
年
退
職
者
再
雇
用
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

七
、
人
事
管
理
制
度
に
係
る
諸
規
程
の
制
定
に
つ

い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

八
、
道
常
例
検
査
指
摘
事
項
に
係
る
回
答
内
容
に

つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

九
、
転
貸
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

十
、
組
合
と
理
事
と
の
契
約
（
貸
付
）
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

十
一
、
全
国
畜
産
経
営
安
定
基
金
協
会
に
対
す
る

外
部
出
資
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

十
二
、
第
八
回
通
常
総
代
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

十
三
、
平
成
二
十
五
年
度
固
定
資
産
取
得
及
び
処

分
計
画
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

十
四
、
平
成
二
十
五
年
度
役
員
報
酬
額
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

十
五
、
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ

い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

十
六
、
第
八
回
通
常
総
代
会
参
考
書
類
（
議
案
の

概
要
）
の
記
載
事
項
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

十
七
、
第
三
次
地
域
農
業
振
興
計
画
・
第
三
次
中

期
経
営
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

十
八
、
議
決
権
行
使
書
面
の
行
使
権
限
及
び
行
使

に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
地
区
別
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

第
三
回
理
事
会

開
催
日　

四
月
二
十
五
日

一
、
出
資
金
減
口
の
申
出
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

二
、
協
議
会
等
の
委
員
の
選
出
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

三
、
平
成
二
十
五
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

四
、
平
成
二
十
四
年
度
業
務
報
告
書
の
行
政
庁
提

出
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

五
、
女
性
農
業
者
の
Ｊ
Ａ
運
営
参
画
促
進
運
動
方

針
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

六
、
平
成
二
十
五
年
度
信
用
の
供
与
等
に
係
る
限

度
額
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

七
、
四
、
〇
〇
〇
万
円
超
の
信
用
供
与
等
に
係
る

承
認
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

八
、
組
合
と
理
事
と
の
貸
付
（
契
約
）
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定
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九
、
平
成
二
十
五
年
度
理
事
に
対
す
る
貯
金
担
保

貸
付
金
及
び
共
済
担
保
貸
付
金
の
包
括
事
前

承
認
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

十
、
農
業
体
質
強
化
基
盤
整
備
促
進
事
業
の
実
施

に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

十
一
、
平
成
二
十
五
年
度
役
員
報
酬
の
配
分
に
つ

い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

十
二
、
退
任
役
員
に
対
す
る
役
員
退
職
慰
労
金
の

支
給
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

十
三
、
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
役
員
研
修
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

職職  

員員  

のの  

動動  

きき

退
職

上
野　

達
也　

平
成
25
年
３
月
31
日

（
購
買
部
燃
料
課
給
油
所
係
兼

智
恵
文
支
所
購
買
課
資
材
係
）

柴
田　
　

誠　
平
成
25
年
５
月
15
日

（
智
恵
文
支
所
営
農
課
農
産
係
兼

営
農
係
）

〜
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
〜

１２月　１日
４日
６日

１２日
１３日
１７日
１７日
１８日

平成２５年
１月１６日

１６日
２８日
２９日
３１日

　２月１５日
１８日
２１日
２２日

３月　４日

１５日
１９日
２１日
１８日

２８日
　４月　３日
４月　３日

２５日
２５日

棚卸監査
第１０回定例理事会
～　７日
地区別懇談会
第３回経営改善対策特別委員会
第８回営農委員会
第６回購買委員会
第９回総務委員会
第１１回定例理事会

第７回購買委員会
　第１０回総務委員会
第１２回営農委員会
第１２回定例理事会
～２月　１日
決算棚卸監査
第１回営農委員会
第１回購買委員会
第１回総務委員会
第１回定例理事会
～　８日
　全国監査機構監査
第２回購買委員会
第２回営農委員会
第２回総務委員会
～２５日
決算監査
第２回定例理事会
第１回経営改善対策特別委員会
～　５日
地区別懇談会
第８回通常総代会
第３回定例理事会

ぞＪＡのあゆみぞ
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５
月
10
日
、
名
寄
市
曙
地
区
永
井
博

宗
さ
ん
の
圃
場
に
て
乾
田
直
播
方
式
に

よ
る
水
稲
の
播
種
作
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
近
隣

の
清
水
功
裕
さ
ん
、
阿
部
清
さ
ん
と
共

同
で
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

近
年
増
え
つ
つ
あ
る
こ
の
乾
田
直
播

方
式
の
主
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
そ
の
名
の

通
り
、
直
接
圃
場
に
水
稲
の
種
子
を
播

種
す
る
為
、
育
苗
を
し
な
い
の
で
、
育

苗
に
係
わ
る
手
間
や
経
費
を
削
減
出
来

る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

尚
、今
年
度
永
井
さ
ん
の
お
宅
で
は
、

は
く
ち
ょ
う
も
ち
を
約
２
町
８
反
作
付

す
る
予
定
で
す
。

　

今
年
度
よ
り
名
寄
市
の
新
規
事
業
と

し
て
、『
誕
生
も
ち
助
成
事
業
』
を
始

め
ま
し
た
。
日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る

名
寄
の
も
ち
米
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
名

寄
市
健
康
福
祉
部
こ
ど
も
未
来
課
が
企

画
し
、
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
が
協
賛
し
て

お
り
ま
す
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
内
容
は
、
満
１
歳
を

祝
い
１
升
（
１
・
８
キ
ロ
）
の
餅
を
子

供
に
背
負
わ
せ
る
伝
統
行
事
に
倣
っ

て
、
１
升
餅
と
即
席
赤
飯
セ
ッ
ト
が
今

年
度
満
１
歳
を
迎
え
る
お
子
さ
ん
の
い

る
家
庭
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。
プ

レ
ゼ
ン
ト
引
換
券
は
随
時
郵
送
に
て
対

象
の
家
庭
に
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
名
寄
市
内
で
、
２
９
０
人

が
１
歳
を
迎
え
る
予
定
で
す
。

　

尚
、
写
真
は
名
寄
市
役
所
に
て
、
加

藤
剛
士
市
長
並
び
に
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ

中
島
道
昭
組
合
長
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

受
け
取
る
親
子
と
即
席
赤
飯
セ
ッ
ト
の

写
真
で
す
。

乾
田
直
播
播
種
作
業　

始
ま
る

乾
田
直
播
播
種
作
業　

始
ま
る

る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す

　　
満
１
歳
を
祝
い

満
１
歳
を
祝
い誕

生
も
ち
プ
レ
ゼ
ン
ト

誕
生
も
ち
プ
レ
ゼ
ン
ト　　

て

升
餅

即
席
赤
飯
セ

が
今
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平成 25年度平成 25年度
名寄市農業振興センターにおける事業計画の内容について名寄市農業振興センターにおける事業計画の内容について

　本年度、名寄市農業振興センターでは以下の事業に取り組んでおりますので、興味のある方はぜひ当
センターまでご来場ください。

【名寄市農業振興センター　名寄市風連町緑町396-2　TEL 01655-3-2258】

作物・事業名 課　　　題 目　　　的 試　験　内　容　等

水 　 稲

奨励品種決定現地試験
（ 上 川 農 試 委 託 ）

有望系統の道北地域における
適応性の検討

上川農試委託事業
上育463号、上育糯464号ほか　品種・系統

直 播 栽 培 実 証 試 験
（ 継　　　　 続 ）

名寄地域における直播の適応
性の検討（乾田・湛水方式）

農業振興センター実施事業
はくちょうもち、きたゆき、上育糯464号

新 栽 培 法 実 証 試 験
（地域適応性試験）

生産流通体制整備事業におけ
る適応性の検討

農業振興センター実施事業
疎植・直播等、もち米、ほか

春 小 麦
（初冬まき）

奨励品種決定現地試験
（ 上 川 農 試 委 託 ）

有望系統の名寄地域における
初冬まき品種の適応性の検討

上川農試委託事業
品種：北見春71号、ＨＷ５号

グ リ ー ン
ア ス パ ラ

品 種 比 較 試 験
（ 継　　　　 続 ）

アスパラ新系統の適応性試験
品種別収量調査の実施

振興センター・種苗メーカーとの連携試験
当地区に適する新系統の発掘と比較試験

薬 用 植 物
（ 新 規 ）

実 証 展 示 圃 実 施
実 証 比 較 試 験

名寄地域における薬用植物の
品種に応じた栽培法の検討

ゲンチアナ・カノコソウ等の実証展示

薬 用 植 物
（ 新 規 ）

農 薬 登 録 試 験
（ 薬 効・ 薬 害 試 験 ）

薬用植物の除草剤試験
安定生産技術の確立

振興センター・医薬基盤研究所との連携事業
カノコソウの生産技術の情報提供

か ぼ ち ゃ
（ 継 続 ）

施 肥 栽 培 法 試 験
（ 品 種 比 較 試 験 ）

土壌分析を活用した施肥法
品種に応じた栽培法の検討

土壌分析による適正施肥の実証
生産物の高品質化を図る

油糧用ひまわり
（ 継 続 ）

施 肥 栽 培 法 試 験
（ 最 終 年 ）

名寄地域における油糧用ひま
わりの栽培法の確立

市の振興作物として油糠用ひまわりの確立
（ひまわり生産組合との連携事業）

部会連携事業
（ 新 規 ）

ト マ ト 栽 培 法 試 験
名寄地域におけるトマト抑制
栽培法の検討

大玉トマトの秋期出荷へ向けた栽培方法の検
討

土壌改良試験
（ 継 続 ）

実 証 展 示 圃 実 施
実 証 比 較 試 験

透排水性改良材としての活用
土壌改良材として土壌物理性・科学性の変化
既存畑の暗渠疎水材としての活用

土 壌 診 断
窒 素 分 析 の 推 進
（ 継 続 ）

土壌窒素診断普及による総合
的な土づくり施肥指導の確立

一般分析と窒素分析により、合理的な施肥設計
をすることで、低コスト化と高品質化を図る

食 用 ゆ り
（ 培 養 ）

効率的栽培法の確立
培 養 技 術 の 継 続

種苗コスト軽減と培養作業の
効率化と高収量確保

栽培期間の短縮と収穫増量に向けた実証展示
ウイルスフリー球の育苗期間短縮の検討

ニ ン ニ ク
（ 培 養 ）

培 養 技 術 確 立
（ 継 続 ）

種苗コスト軽減と培養技術を
用い効率化と供給技術を図る

新規作物としての可能性と栽培法の確立
種苗の安定確保に向けた培養技術の確立

小 果 樹
展 示 圃 の 設 置
（ 継 続 ）

優良品種の展示 ブルーベリー、ハスカップ　ほか

そそそそ名寄市農業振興センターからのお知らせ名寄市農業振興センターからのお知らせそそそそ
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タ
テ
の
カ
ギ

１　

仕
事
や
遊
び
の
パ
ー
ト
ナ
ー
。 

水
谷
豊
の
現
在
の
コ
レ
は
、
成
宮

寛
貴

２　

ト
ン
ボ
の
ベ
ビ
ー

３　

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
落
と
さ
な
い

で
、
脚
で
蹴
っ
た
り
、
頭
で
突
い

た
り

４　

Ｑ
＆
Ａ
の
Ｑ

５　

新
人
。
早
く
チ
ー
ム
に
溶
け
込
む

こ
と
が
大
切

６　

戦
で
、
将
軍
が
敷
く
兵
士
の
隊
列

仲
間
同
士
の
連
携
が
大
切
で
す
。

７　

お
互
い
の
手
を
握
っ
て
、
相
手
の

親
指
を
動
け
な
く
し
た
方
が
勝
ち

の
ゲ
ー
ム

８　

武
術
や
拳
法
の
達
人

11　

野
球
で
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
が
「
次

は
こ
の
ボ
ー
ル
を
投
げ
ろ
」
と

ピ
ッ
チ
ャ
ー
に
出
す

12　

釣
り
の
と
き
に
針
や
テ
グ
ス
と
組

み
合
わ
せ
て
使
う
、
竹
や
カ
ー
ボ

ン
の
棒

13　

長
い
間
晴
れ
て
、
暑
い
日
が
続
き

農
作
業
に
被
害
が
出
る
天
候

14　

効
果
的
な
方
法
。
料
理
や
健
康
増

進
の
コ
レ
は
、
情
報
番
組
な
ど
で

ゲ
ッ
ト

15　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ま
と
め
役

18　

料
理
を
作
る
と
き
に
掛
け
、
服
を

汚
れ
や
油
の
飛
び
跳
ね
か
ら
守
る

19　
『
キ
セ
キ
』
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
、

全
員
歯
科
医
師
の
４
人
組
グ
ル
ー

プ

20　

野
菜
や
果
物
の
、
食
べ
ご
ろ
の
時

期

24　

弟
子
に
芸
事
や
仕
事
を
教
え
る
人

25　

ア
メ
リ
カ
人
の
友
達

27　

受
信
機
。
ラ
ジ
オ
や
無
線
機
の
こ

と

28　

個
人
の
用
事
。
コ
レ
で
休
む
と
き

は
早
め
に
連
絡
し
よ
う

29　

仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
打
ち
破
り

た
い「
ラ
イ
バ
ル
」や「
エ
ネ
ミ
ー
」

31　

ゆ
が
ん
だ
円

33　

○
○
○
の
あ
る
人
は
、
な
か
な
か

心
が
折
れ
ま
せ
ん

34　

ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
や
ド
ナ
ル
ド

ダ
ッ
ク
の
生
み
の
親

37　

お
互
い
の
思
い
が
合
う
こ
と
。
二

人
で
話
し
合
っ
て
○
○
○
し
ま
し

た

38　

風
邪
を
ひ
く
と
出
る
ゴ
ホ
ッ
ゴ

ホ
ッ

40　

お
花
を
飾
る
容
器

42　

平
安
時
代
の
サ
ッ
カ
ー
？

44　

長
十
郎
や
二
十
世
紀
が
有
名
な
果

実

45　

売
り
物
の
決
め
ら
れ
た
値
段

46　

安
値
と
も
。
簡
単
だ
な
ぁ

47　

相
手
の
意
見
と
自
分
の
意
見
が
違

う
と
生
じ
る

49　

習
字
や
書
道
で
字
を
書
く
紙

50　

中
学
や
高
校
で
は
中
間
や
期
末
に

あ
り
ま
し
た

52　

昔
は
ブ
ラ
ウ
ン
管
、
今
は
ほ
と
ん

ど
が
液
晶
で
す

54　

他
の
人
を
け
ち
ょ
ん
け
ち
ょ
ん
に

け
な
す
こ
と

56　

力
士
が
ズ
シ
ー
ン
ズ
シ
ー
ン
と
踏

む

正解者の中から抽選で５名様に正解者の中から抽選で５名様に
「商品券」をプレゼント !!「商品券」をプレゼント !!

解答は、本誌に添付されたハガ
キに記入して送付して下さい！
（FAXでも受付しております。）

01655-3-4037
【応募締め切り・発表】

平成25年７月末日（当日消印有効）
当選者は次号でお知らせします。

多数のご応募お待ちしてます！

白夜書房
「クロスワードランド６月号」より

力を合わせて頑張ろう！
クロスワード　クロスワード　

力を合わせて頑張ろう！力を合わせて頑張ろう！
クロスワードクロスワード　

解答欄

クロスワードを解きＡ～Ｌをつないだ言葉を答えて下さい。

A B C D E F G H I J K L

1 2 3

E

4

B

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14

A

15 16

17 18

F

19 20

21 22

C

23 24

25 26 27 28 29

30

L

31 32 33

D

34

H
35 36 37 38

K
39 40 41 42 43 44

45

J

46 47 48

49

G

50 51 52 53 54

55 56 57 58 59

60 61 62

I
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58　

赤
く
な
る
と
医
者
が
青
く
な
る
と

言
わ
れ
る
、
秋
の
味
覚
の
代
表
的

な
果
物

59　

日
本
の
通
貨
単
位

ヨ
コ
の
カ
ギ

１　

二
人
で
指
に
糸
を
絡
ま
せ
て
、
東

京
タ
ワ
ー
や
熊
手
の
形
に
し
て
遊

び
ま
し
ょ
う

４　

一
塁
に
い
た
ラ
ン
ナ
ー
が
二
塁
に

滑
り
込
み
セ
ー
フ
、
○
○
○
○
成

功

６　

忍
者
は
い
ろ
ん
な
○
○
○
を
使
う

９　

白
や
黒
の
石
を
使
っ
て
戦
う
ゲ
ー

ム

10　

夫
婦
の
こ
と
。
旦
那
さ
ん
と
奥
さ

ん
で
一
組

12　

教
会
で
、
み
ん
な
で
合
唱
す
る
キ

リ
ス
ト
様
を
讃
え
る
歌

13　
「
違
い
ま
す
」
と
す
る

14　

矢
沢
永
吉
の
歌
の
タ
イ
ト
ル
に
も

あ
る
、
海
の
水
が
引
い
て
い
く
現

象

16　

小
野
妹
子
ら
が
、
仲
間
と
力
を
合

わ
せ
て
船
で
行
っ
た
、
昔
の
中
国

の
国
名

17　

結
婚
式
で
ナ
イ
フ
を
入
れ
る
の

が
、
夫
婦
の
最
初
の
共
同
作
業
で

す

20　

舞
台
の
、
向
か
っ
て
左
の
方

21　

名
前
か
ら
プ
ル
ン
と
し
た
食
感
が

連
想
さ
れ
る
ス
イ
ー
ツ

22　

物
事
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ

23　

ポ
エ
ム
が
た
く
さ
ん
載
っ
て
い
る

本

25　

温
泉
や
銭
湯
で
コ
レ
に
ゆ
っ
く
り

浸
か
っ
て
、
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し

た
い

26　

白
と
黒
が
混
ざ
り
合
っ
て
で
き
る

色

28　

新
婚
旅
行
の
と
き
は
、
地
元
の
人

な
ど
に
頼
ん
で
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
の

を
撮
っ
て
も
ら
っ
た
り

30　

野
球
で
、
ヒ
ッ
ト
が
連
続
で
出
る

こ
と

32　

引
越
し
し
た
り
、
新
婚
生
活
を
始

め
る
際
に
構
え
る
、
新
し
い
お
家

34　

○
○
の
悪
い
子
ほ
ど
親
は
か
わ
い

い
っ
て
本
当
な
の
？

35　

名
手
が
ト
ン
ネ
ル
。
ま
さ
か
の
○

○
○

36　

植
物
が
、
太
陽
の
光
を
受
け
て
化

合
物
を
作
る
こ
と

39　

マ
リ
オ
が
入
る
管

41　

火
事
だ
！　

み
ん
な
で
コ
レ
を
リ

レ
ー
し
て
消
火
し
よ
う

43　

親
同
士
の
固
い
つ
な
が
り

45　

こ
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
コ
レ
は

「
共
同
作
業
」
で
す

46　

タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
た
め
に

出
す

48　

太
陽
が
沈
む
方
向

49　

ボ
ク
シ
ン
グ
で
、
勝
負
が
決
ま
ら

な
か
っ
た
と
き
は
、
コ
レ
に
持
ち

越
さ
れ
る

51　

↕
欠
点

53　

引
い
た
り
押
し
た
り
し
て
、
機
械

を
動
か
す
棒

55　

お
札
に
あ
る
、
明
か
り
な
ど
に
か

ざ
す
と
見
え
る
絵

57　

寒
い
夏

60　

車
の
座
席

61　

漫
才
や
コ
ン
ト
を
す
る
、
二
人
組

62　

俳
優
や
女
優
が
、
同
じ
映
画
や
ド

ラ
マ
に
出
る
こ
と

前
回
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

パ
ズ
ル
の
答
え

ゼ
ン
イ
ン
シ
ュ
ウ
ゴ
ウ

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
次
の
五
名

の
方
に
商
品
券
を
贈
り
ま
す
。（

敬
称
略
）

山
口　

絵
里
（
風　

連
）

岩
崎
美
津
子
（
風　

連
）

樫
山
さ
つ
き
（
風　

連
）

今
田　

埜
華
（
名　

寄
）

山
田
い
わ
子
（
智
恵
文
）

◎
我
家
に
は
十
年
以
上
咲
き
続
け
て

い
る
シ
ク
ラ
メ
ン
が
あ
り
ま
す
。
捨

て
よ
う
と
思
っ
た
事
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、
今
年
は
い
つ
に
な
く
沢
山
の

花
を
つ
け
て
、
私
達
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

風
連
町　

橋
本　

睦
子

☆
シ
ク
ラ
メ
ン
い
い
で
す
ね
。
来
年
も
ま

た
沢
山
の
花
を
つ
け
る
こ
と
を
祈
っ
て
い

ま
す
。

◎
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
と
っ
て
も
楽
し
い

で
す
。

　

ボ
ケ
防
止
に
な
り
ま
す
。

風
連
町　

高
橋　

美
智
子

☆
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
農
作
業

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
分
割
ク
ロ
ス
楽
し
か
っ
た
で
す
。

あ
る
程
度
解
い
て
か
ら
９
枚
に
切
り

離
し
正
し
く
貼
り
付
け
る
と
２
度
楽

し
め
ま
し
た
。名

寄
市　

佐
藤　

昌
江

☆
今
回
も
楽
し
ん
で
頂
け
る
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

◎
今
年
も
良
い
年
で
豊
作
に
な
る
よ

う
に
、
家
族
で
営
農
計
画
を
立
て
な

が
ら
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

名
寄
市　

中
田　

雅
治

☆
今
年
も
組
合
員
皆
様
に
と
っ
て
、
良
い

年
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

◎
昨
年
の
秋
、
順
調
に
仕
事
が
片
付

い
て
い
た
10
月
中
旬
。
毎
日
の
よ
う

に
雨
が
…

　

何
と
か
終
わ
る
こ
と
が
出
来
て
、

ほ
っ
と
し
た
け
ど
、
も
う
す
ぐ
に
今

年
の
準
備
。

　

時
間
が
立
つ
の
早
い
の
は
な
ぜ
？

智
恵
文　

柴
崎　

隆

☆
今
年
の
春
は
、
例
年
に
無
い
低
温
と
日

照
不
足
に
よ
り
、
作
業
が
遅
れ
て
い
ま
す

が
、
事
故
な
ど
に
十
分
気
を
付
け
て
作
業

頑
張
っ
て
下
さ
い
。

次
回
か
ら
も
ド
ン
ド
ン
投
稿
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
!!



お
世
話
に
な
り
ま
し
た

異　

動

　

真　

鍋　

照　

彦　

地
域
第
二
係
長

網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

清
里
支
所
へ　
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　北海道の４月１日付け人事異動により、上川農業改良普及センター名寄
支所に異動がありました。
　地域農業振興のために取り組んでまいります。よろしくお願いいたしま
す。

上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
名
寄
支
所

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

人事異動人事異動（転入・転出）（転入・転出）

主査（花き）
鹿
か

　野
の

　　　理
さとし

（留萌農業改良普及センター
南留萌支所より）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

平成25年度　新入職員紹介平成25年度　新入職員紹介
①所　　属　金融共済部金融課
②生年月日　平成 6年 10月 21日
③最終学歴　名寄産業高等学校
④出　身　地　名寄市
⑤趣　　味　料理
⑥特　　技　音楽（ライブ）
⑦挨拶・決意表明・今後について等
　この度、道北なよろ農業協同組合に入組いたしました石田里
歩です。私は、名寄産業高等学校生活文化科を卒業し、調理や
被服の専門教科の授業の中でパソコン業務についても学んでき
ました。
　その経験を生かし少しでも早く仕事を覚え、組合員の方々や
先輩方にご迷惑を掛けない様に頑張りたいと思います。
　また、組合員の方々に私の顔と名前を覚えて頂けるように一
生懸命頑張りますのでよろしくお願い致します。

石
いし

田
だ

里
り

歩
ほ

［18歳］

いし だ り ほ
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現在 FAXにて配布している営農技術情報がホームページ上でも閲覧出来るよ
うになります。６月１日より開始予定ですので、是非ご覧下さい。

旧
（～H25.4.30）

新
（H25.5.1～）

3.9％ 3.6％➡

金融課よりお知らせ

ホームページ更新のお知らせホームページ更新のお知らせ

金融課よりお知らせ金融課よりお知らせ
平成25年５月１日よりクミカン貸越利息が3.6％となりました。

（0.3％引き下げ）
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